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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,91 43,77 -0,14 44,23 -0,46

USD / BRL Spot BRL 2,2398 2,2538 +0,0140 2,2165 +0,0373

USD / JPY Spot JPY 98,36 98,67 +0,31 98,00 +0,67

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.256 54.013 -243 53.179 +834

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 172,7 182,6 +9,9 170,5 +12,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,67 11,82 +0,15 11,61 +0,21

DI Future Apr14（金利先物） % 10,00 10,02 +0,02 9,65 +0,37

3 Months US Dollar Libor % 0,242 0,238 -0,004 0,246 -0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 277,9 275,0 -2,9 284,0 -9,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 10月31日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は内外の要因によりドル高レアル安となる展開でした。朝方は９月の
鉱工業生産が市場予想を下回ったため前日比レアル安の２．２４台半ばから始まりました。その後も米ＩＳＭ
製造業指数が予想を上回る伸びを示したことで米緩和策縮小の前倒し観測が台頭したことや１０月の貿易
収支が２．２億ドルの赤字と市場予想１２億ドルの黒字を下回ったことなどから一時２．２６台前半のレアル安
水準で取引されました。週末を控えたポジション調整により結局２．２５台前半で引けましたが、木曜日に
発表された９月の財政赤字が市場予想を上回ったことによる格下げリスク再燃などから、週間ベースでは
介入プログラム実施以降最大のレアル下落となりました。

レアル相場は先週半ばまでは比較的落ち着いていましたが、再びレアル安要因に注目が集まっています。
きっかけはＦＯＭＣ声明文や９月の財政赤字悪化などで、特に財政赤字は１０５億レアルと市場予想５億
レアルの赤字を大幅に上回りました。目先はリブラ油田入札からの一時的な収入も見込まれていますが、
それでも政府が掲げているプライマリーバランス目標である対ＧＤＰ比率２．３％の黒字達成に懸念が
生じています。これによって政府は来年の大統領選に向けて困難な舵取りを迫られることになり、格下げや
低成長への懸念に繋がってレアルは圧迫されるでしょう。
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